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2026 年度 新東京歯科衛生士学校 

学校関係者評価委員会 『要録』 
 

会議情報 

日付: 2026-05-28 15:03:59（開始時刻の別表記あり） 

場所:702 教室 

参加者: 

＜ 学校関係者評価委員＞ 

・高等学校関係者：森 章 様（拓殖大学紅陵高等学校 元校長） 

・卒業生代表：福川 梢 様（医療法人 PolarBears きっずぽーと小児・ 

矯正歯科医院） 

・保護者代表：永井 宏文 様（永井歯科医院） 

・業界関係者：大金 伸子 様（公益社団法人東京都歯科衛生士会） 

  ・地域関係者：河野 勉 様（公益社団法人東京都大田区歯科医師会） 

＜学校事務担当者＞ 

 ・学校長：宮﨑 隆 

 ・グループ役員：今井 リカ 

 ・事務局長：篠田 美和 

・教務部長：大原 良子 

 ・キャリアセンター長：西村 充剛 

 ・学生サービスセンター法：東 健一 

議事録 

委員会開会・趣旨説明・挨拶 

• 新東京衛生士学校の学校関係者等評価委員会を開催。学校責任者より、

自己研究・自己評価の確認と外部意見の聴取を目的に進行する方針を説

明。 

• 学校長挨拶：前任の福原先生の逝去（2026 年 5 月）を報告。歯科人材不

足への危機感と人材育成の責任、外部意見を学校改善に反映する姿勢を

表明。 



• 学園グループ本部（今井氏）：歯科分野担当の経歴を共有。関係者の率直な

意見を積極的に求める。 

参加者紹介・関係案内 

• 複数の先生方、卒業生代表、保護者代表を紹介。業界関係者の一部欠席・

遅参（大金氏、森氏遅刻）。 

• 6 月 28 日に区民フォーラムを開催予定。チラシ作成や生徒の運営参加で

協力。大森歯科医師会連盟理事長の中井先生の支援に言及。 

制度・認定と会議の進め方 

• 専門学校は専修学校専門課程に属する旨を共有。 

• 文部科学省の「職業実践専門課程」認定制度について説明。外部意見聴取、

産学連携、情報公開等が要件。グループの認定率は 97%以上。 

• 自己点検・自己評価の報告書と評価表を配布。評価表は紙記入または QR

コード経由のオンライン提出を可とし、PDCA を前提に改善へ反映。 

組織体制・職員の質向上 

• 学園本部は職員 44 名体制。法人の理事会・評議委員会・運営会議等を設

置。広報会議やプロジェクト会議で PDCA を運用。 

• 文科省・厚労省の配置基準を満たす。グループ研修（階層別・シラバス指

導・授業アンケート・講師面談）で教職員の資質向上を推進。 

中長期計画・情報公開 

• 2022–2026 年度計画：歯科医療を通じ社会に貢献する人材育成。効率

的・効果的な職業教育と個別最適化、産学連携を柱に推進。2025 年度か

らはクラスマネジメントの基盤強化を重視。 

• 議事録や財務監査報告書を含む情報を Web で公開。海外研修や地域貢

献のニュースも発信。 

各学校の概要（在籍） 

• 新東京歯科衛生士学校：2 学科、在籍 521 名（2026/5/1、前年 511 名）。 

基準 1：教育理念・目標とマネジメント 

• 学園ミッションは実学・人間・国際教育による職業人育成。建学の理念と指

導要領を学生に周知。カリキュラムは各学科の養成目的達成に整合。 

基準 2：教育課程・教育実施・学習成果 

• 教育課程編成：養成目的→教育目標→学年目標→学期目標→科目目標→

コマシラバスへ展開。シラバスは Teams と Web で公開。 

• 実施：評価方法を明示し、要支援学生へ補習等の個別対応。担任はフロー

シートで年間計画・月例チェックを実施。 



• 学習成果：国家試験の合格率は全国平均超、合格者数も全国最多。就職希

望者の就職率 100%。キャリアセンターが卒後支援も実施。 

• 在籍状況：2025 年度の中退率は衛生 3.9%（全国平均約 6%未満）。1

年生進級率は衛生 95%。 

基準 3：学生受入れと支援 

• 入学者実績：衛生 定員 160 に 179 入学。 

• 支援体制：担任・保護者・非常勤・職員・カウンセラーが多面的支援。新東京

スマホキャンパスで教材・動画・チャット・求人を提供。カウンセラーは週 2

回来校。学生サービスセンターが奨学金・健康管理等を担当。 

• 多様な学生：留学生 13 名が日本人と同クラスで学習。合理的配慮は第三

者機関連携で実施。 

学生の学習態度・デジタルデバイス 

• 授業中の不適切なスマホ利用（漫画・動画視聴）による学習意欲格差が課

題。デジタル活用を前提としつつリテラシー指導の強化が必要。 

実習施設・地域連携 

• 歯科衛生士の臨床実習で、衛生管理の不備や不適切指導の事例が報告。

初回認定後の定期審査・状況確認の必要性を提起。 

• 歯科医師会（城南四歯科医師会など）との連携を強化し、地域全体で学生

を育てる視点を共有。会長会で資料共有を予定。 

• 歯科医師会の地域貢献（検診、休日診療、啓発活動）について、学生の実習

先選定時の情報提供を求める声。 

学生生活・コミュニケーション・SNS リテラシー 

• 保護者から、SNS を含む現代特有の人間関係課題への配慮を要望。学校

は教職員・学生対象のリテラシー教育を周知中だが浸透が不十分で、より

効果的な伝達方法を検討。 

• 学生が 3 年間を健やかに過ごし、社会人としての基礎力を涵養できるよう、

人間関係構築支援を重視。 

サークル・課外活動 

• 昼夜部混在により継続的な全校サークル運営は困難。学年・クラス横断の

関係構築の有用性は一致。まずは 5 人程度の小グループから支援形を模

索。 

技術革新と教育の方向性 

• AI の進展に対応し、在学中に新技術に触れる機会を拡充。AI に代替され

にくい人間的資質（患者に寄り添う力、現場で学ぶ姿勢）を重視した教育を

推進。 

教育環境・安全対策（基準 5） 



• 施設・設備は文科省・厚労省規定を満たす。実習室整備等の大型改善は中

長期計画で計画的に実施。防災・管理マニュアルを基準に整備中。 

多様な学生への合理的配慮の方針 

• 受入れ前に対応可能範囲を明確化し、安易な受入れを避ける。入学決定後

は学生希望と学校の可能範囲について専門家を交えてすり合わせ、書面で

取り交わす。 

• 不変の方針：評価基準は変更しない／合理的配慮に特別経費はかけない。

私学として施設・人員配慮の限界（例：エレベーター、介助教員）も説明。 

事務連絡・評価表提出 

• 評価表は紙提出または QR コードからデジタル提出（点数・コメント入力）。

時間が必要な場合は返信用封筒で後日提出可。 

次の予定・アクション 

☐ 6 月 28 日区民フォーラム運営準備（チラシ最終化、生徒の当日配置・指揮

系統・連絡手段の確定） 

☐ 自己研究・自己評価資料の配布形式・提出期限・フィードバック手順の明確

化 

☐ 委員からの意見収集プロセス（フォーム仕様、反映方法、回答期限）の標準

化とスケジュール化 

☐ 欠席・遅参者への情報共有方法（資料送付、録音/録画、フォローアップ会）

の決定と実施 

☐ 実習施設の認定後モニタリング（定期審査・衛生基準確認・指導体制）設計 

☐ 授業中のデバイス利用ルールと学習リテラシー指導の具体策策定 

☐ SNS/IT リテラシー教育の全学的周知強化（対象・頻度・教材・評価） 

☐ 小グループ活動の試行設計（募集・時間枠・顧問体制・評価） 

☐ 留学生の国家試験ストレート合格支援コンテンツ・学修支援の整備 

☐ AI 等の新技術教育のカリキュラム化（到達目標・演習機会） 

☐ 歯科医師会連携強化（城南四歯科医師会会長会での資料共有、地域貢献

情報の学生への提供方法整備） 

☐ 評価表の回収（紙・デジタル）と集計・改善計画への反映スケジュール策定 

  



2026-05-28 2026 年度 学校関係者評

価委員会 議事録 
2026-05-28 15:03:59 

＜篠田＞ 
 本日は本校、新東京歯科技工士学校、新東京歯科衛生士学校の学校関係者等

科委員会にお集まりをいただきまして、本当にありがとうございます。委員会を初め

て舞いたいと思います。私、学校責任者の篠田と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

 学校の内容を皆さんに知っていただいて様々なご意見、ご指摘をいただくという

会でございますので、リラックスした形で皆さんにはご参加いただけたらと思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

では、今日の内容ですが、冒頭ご挨拶をいただきながら、委員の先生のご紹介、

そして今日出席をさせていただきましたスタッフの紹介をさせていただいて、この

会の趣旨、そして、我々の学校内の自己点検あるいは自己評価を委員の先生方に

ご確認をいただくという作業になります。 

こちらの詳しいご案内と質疑応答と行ってまいりたいと思いますので、よろしくお

願い申し上げます。 

では、委員会の挨拶を学校長、よろしくお願いいたします。 

＜宮﨑＞ 

 先生方、今日は大変お忙しいところ、河野先生はじめいつもお世話になってあり

がとうございます。 

私はやっと 3 年目になりました。前任の福原先生が今年の 5 月にお亡くなり、もう

少し頑張れば 100 歳まで届きそうだったんですけれども、福原先生が学校長をし

ていただいたおかげで、この学校も大変、歯科界に評価が高くて、私は責任を感じ

ています。歯科会、今どの業界も人手不足ですけれども、本当に、業界の役に立つ

仲間を送り出すというのが私たちの役割だと思っていますので、先生方からいろん

な意見を頂戴して、学校が良くなるように努力していきますのでどうぞよろしくお願

いいたします。 

＜篠田＞ 

 ありがとうございます。続きまして、学校法人滋慶学園グループ副業本部長の今

井よりご挨拶いただきます。お願いいたします。 

＜今井＞ 
 ありがとうございます。皆様、昨年度からお引き受けくださった先生方と、今年度

から新しく委員になられた方と思います。よろしくお願いいたします。 



私は昨年と引き続きになりますが、今までずっと歯科分野の方を 12 年担当させ

ていただきまして、昨年度から横浜に滋慶学園グループで初めて美容の専門学校

を出したということで、美容の学校とこちらの歯科の学校、両方、担当をさせていた

だいております。 

すでに横浜の学校は、先日、学校関係者評価委員会を終えたのですが、協会の

皆様からのご意見というのは、やはり学校運命においては欠かせないご意見になり

ますので、今日は忌憚のないご意見いただければと思います。どうぞよろしくお願

いいたします。 

＜篠田＞ 

 ありがとうございます。では、早速始めてまいります。よろしくお願い申し上げます。 

冒頭ですね、委員先生のご紹介を含めましてさせていただきたいと思います。森

先生は高校関係者としてご参加いただくのですが、すみません、本日ちょっとだけ

遅れていらっしゃいます。そして河野先生ありがとうございます。 

＜河野＞ 

 自己紹介させていただきます。宮﨑先生、日頃は本当にお世話になっております。

特に今回、 6 月 28 日に区民フォーラムを行いますけども、チラシ作成で生徒の皆

さん、当日あれても中に入っていただけるそうです。本当に大きな協力、ご協力い

ただきましてありがとうございます。去年 1 回目で、今回 2 回目で、今後進めてい

くためには、皆様方のご尽力も本当に必要なので、今後ともよろしくお願いいたしま

す。中井先生からあの言い出してびっくりなんですけど、大森歯科医師会連盟の理

事長で、当日も区政相談で、政治家の皆さんを呼んでやるので、強力な仲間がい

るのが力です。よろしくお願いします。 

＜篠田＞ 

 よろしくお願いします。中村先生、よろしくお願いいたします。 

＜中村＞ 

 卒業生代表で、今回 5 回目になりますけど、参加させてもらってありがとうござい

ます。いつも評価委員という立場でいながら、先生たちのやる気とか熱気を感じな

がら、自分の会社に持っていって、それをうまく伝えられるように、新人教育を行え

るように努力しているつもりなので、今回もその熱気をいただければと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

＜篠田＞ 

 宮野さま、よろしくお願いいたします。 

＜宮野＞ 

 去年、うちの息子が卒業しまして、今年から娘が入学しておりまして、すいません、

よろしくお願いいたします。 

一応、保護者代表で宮野と申します。今後ともよろしくお願いいたします。 



＜篠田＞ 
 よろしくお願いいたします。業界関係者ということで、木村様にご就任いただいて

おりますが、木村様は本日、他の用事があるということでご欠席になっていらっしゃ

いますので、後日、木村様には今回の内容をご報告したいと思っております。 

歯科医師東京歯科衛生士学校の委員の皆さんです。福川さんもよろしくお願い

します。 

＜福川＞ 

 歯科衛生士科を卒業しております。2017 年に卒業しているんですが、私の勤め

先は臨床実習施設としても学生を預かりしております。このような委員会議に入ら

せていただくのが今回初めてになるのですが、どうぞよろしくお願いいたします。 

＜篠田＞ 

 永井様、よろしくお願いいたします。 

＜永井＞ 

 すみません、永井と申しますけど、自分、昭和大学なんで、宮﨑先生にお世話にな

っております。今日、さっき河野会長が同じ大森歯科医師会で、知っている方がい

てちょっと安心しました。今年から家内が夜間の方にお世話になってるので、よろし

くお願いします。今日の内容は、よくわからないことが多いのでよろしくお願いいた

します。 

＜篠田＞ 

 よろしくお願いいたします。あと、歯科衛生士の学校の方では、大金先生が歯科

衛生士会からご参加いただく予定なのですが、大金先生もちょっと交通機関の関

係で遅れていらっしゃるということで、到着次第ご出席いただく形になりますので、

よろしくお願いいたします。 

委員の先生、すみません。ご就任すぐということではございますが、よろしくお願

い申し上げます。 

はい、では、続きまして、学校職員でございます。宮﨑学校長、そして今井先生は

ご挨拶させていただきました。そして、副学校長の三觜先生もご参加いただいてお

ります。よろしくお願いいたします。それ以下、我々でございますので、後ほど自己

紹介も含めましてさせていただきますので、よろしくお願い申し上げます。 

早速ですけれども、趣旨のお話、ということで、この委員会の流れですとか対象

について私から少しご案内をさせていただきます。 

従来もご参加いただいている皆さんには、先生方にお伝えしているんですが、ち

ょっとややこしい感じもあるかと思いますので、少し簡単にお見せいただきながらご

案内させております。我々の専門学校というのは、専修学校専門課程という区分に

なります。全国に 2658 校ある、学校群ということになります。 

＜森＞ 

 失礼します。 



＜篠田＞ 
 どうぞ、先生。 

＜森＞ 

 こんにちは。すみません。遅刻をしました。元高等学校の校長を務めてました森と

申します。 

＜篠田＞ 

 よろしくどうぞお願いいたします。 

＜大金＞ 

 東京都歯科衛生士会、大金と申します。よろしくお願いいたします。 

＜篠田＞ 

 本当にお客様の交通機関の状況の悪い中、お越しいただきましてありがとうござ

います。 

委員会の方は適宜、進行をさせていただいておりまして、あの今回の趣旨の方を

篠田からご説明させていただいております。よろしくお願いします。 

その全国で 2658 校あったり、あるいは高等専修学校で日本全国で 396 校あ

ったりする中で、文科学省としては、教育の質の担保というところで、いろんな様々

な条件設定をした上で、職業実践専門家庭、いわゆる職業人を教育する学校とし

て、質の担保を国として認めていくという制度があります。この制度をクリアしてい

る学校が 1123 校ということになります。 

ここに少し書かせていただいていますけれども、まさにですね、先ほどちょっと申

し上げましたが、文部科学省、いわゆる国が実業教育として学校としてしっかりした

学校であるという条件をクリアしている学校ということで、職業実践専門課程とい

うことを認めていこうという方針になっています。現状ですが、 2678 というのが

専修学校の数でして、職業実践専門課程の認可を受けている学科を保有する学校

数としては 1123 校となります。パーセントとしては 42%ということなので、半分以

下ということになります。 

ただ、我々、滋慶学園グループとしても、本校もそうですが、教育の質を向上さ

せていく、そういう条件については、しっかりとクリアしていくという学園グループと

しての方針もありますし、我々として、学生さんに、あるいは卒業生の方にも、そし

て、これから入学される皆さんにも、しっかりとその辺は状況を整えて、教育に携わ

っていこうということでやっています。 

学園グループとしては 97%以上が認定を受けた学科を保有している学校とい

うことになるので、本校も含めて学園グループ全体でこちらの運営については積極

的に協力していっているという形になります。 

どのような学校がこの職業実践専門課程として認められていくのかということで

すが、様々な条件をクリアしている学校ということになります。例えばですが、今日

のようなしっかりとした外部の皆さんの意見を振り込めているのかとか、あるいは

業界の皆さんの声をしっかりと勉強のところ、カリキュラムのところに反映させてい



るのかですとか、あるいは、それらの情報をホームページとか学外の皆さんにしっ

かりと届けるルートを持って、それを行っているのかというようなこと、これらがしっ

かりとクリアされている学校であるということを証明して、それで認めてあげるよっ

ていう、文部科学省のご許可をいただいているということでございます。 

教育の質の保証、担保ということなので、これは今年度もそうですが、計画的に

永続的に我々としてはしっかり取り組みながらやっていきたいなというふうに考え

ております。 

委員会の趣旨なんですけれども、どうしても学校っていうのは我々内部の方と話

し合って決めて、それを学生に向けて発信して取り組んでまた内部の方でやってい

るということではなく、そのようなことを避けるために、もっと広い視野で他の業界

の皆さんや、保護者の皆さん、卒業生の皆さん、団体の皆さん、いろんな方々の視

点で、その在り様がどうであるかということをご討議いただきます。 

また、自分で自己点検という形で、「これぐらいです」「こんなことやってます」とい

うことをお示しさせていただきますので、それについて、いろんな視点でご指摘をい

ただきたいと思います。 

そのご指摘点については我々でしっかり読ませていただいて、改善として実現し、

またそれをお示しして、というような、体制のサイクルをしっかり回していきたいと思

っています。 

このサイクルをしっかり回すことで学校の質を高めていこうという取り組みでご

ざいます。 

この後ですね、お手元にもいろんな様々な資料をお渡しさせていただいているか

と思いますが、この自己点検、自己評価の報告書、そして評価表というのがご用意

させていただきました。こちらの内容の評価状況について触れてまいりますので、そ

の一つ一つですとか、あるいはこの点気になったんだけど、今日は触れられなかっ

たなとかっていうことでも構いませんので、忌憚ないご意見を頂戴できればと思い

ます。 

我々は自身で自己点検はしておりますけれども、このご意見を伺うことで、それ

は我々の自己点検が正しかったのであろうかとか、どういう方向性で考えていくべ

きかみたいなこともしっかりと知りたいなというふうに思っておりますので、ご協力

いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

先生たちにすごくご指摘いただけるところを我々本当に楽しみにしておりますし、

いろんな意見をいただければなと思っております。 

先ほどちょっとご紹介したこちらの自己点検、こちらについては、東京都の定める、

あるいは第三者評価機構というのがあるのですが、それを定める項目、この点につ

いてしっかり自己評価しなさいよという項目に沿って、我々がこういうことを取り組

んでいますとか、それについてこういう評価をつけたいと思いますということをまと

めさせていただいたものでございます。 



＜篠田＞ 

 こちらが報告書にある 19 の中項目に対して我々が判定をしたものでございます。

もう一つ、評価表というのを委員の皆様にお届けさせておりまして、報告書の項目

を少し取りまとめたものになります。報告書にあるように、我々が細かく見たものを

少し俯瞰したもの、あるいはまとめて評価したものがこちらの評価表になります。 

各先生方におきましては、評価表を見ながらお気づきのことがあれば、左側の方

に評価、あるいは学校関係者乗会員からのご意見という欄にございますので、コメ

ントですとか、ご意見書いていただければと思います。 

評価表は紙のもの、後ほどご案内しますけれどもＱＲコードを読み取っていただ

きオンラインでご入力をいただくものを用意しております。 

ご評価の提出方法はいずれでも構いません。ご意見をぜひお寄せいただければ

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

では、学校のありようについて少し説明をさせていただきたいと思います。本来

であれば、この評価順に沿って順序立ててお伝えしたいのですが、実は以前にご参

加いただいた先生には少し面倒くさいなと思われたかもしれませんが、本校の自己

点検・評価を紹介した際に、組織やマネジメントの説明をして、そして教育の運営上

の説明を行った後に再び、最後には運営上の問題が入ってくるというような、煩雑

さがあったので、今回は、運営と組織、マネジメントについては私の方からご説明を

させていただきます。 

教育に関わる部分は、教育の担当の者から発表させていただくので、ちょっと順

序が入れ変わってしまいますが、全体を網羅した形にはなっております。わからな

いところがあれば聞いていただきたいなと思っております。よろしくお願いいたしま

す。 

では、評価に入っていきたいと思います。基準 1 というのがございます。基準 1

には教育理念、目標、目的、目標と職業教育のマネジメントはちゃんとなされている

のかというようなことが書いてありまして、これすごく難しい言葉が流れていて、実

際、何のことなのだろうという話なになるのですが、少しいろんなポイントをまとめて

おきました。 

ここは学年の教育理念だとか、あるいは学校の教育目標とか、あるいはポリシー

ですとか、各学科の養成目的をきちんと決めて、それをその中でしっかり運営でき

ているのかという問いになります。 

これについて、自己評価を説明させていただきます。まずは、教育理念、学術的

および目標の設定につきましては、学園のミッションがあります。それは職業人教育

を通じて社会に貢献していくということ、実学教育、人間教育、国際教育ということ

になります。 

我々にグループらしいというか、素晴らしいなと思っており、我々も学生の中にも

細かく落とし込まれているのは、もちろん業界に活躍できる人材として学生を育成

するということを念頭に入れております。技術ですとか知識ですとか、国家試験を

突破する力ですとか、そういったことも重要ですし、それを業界でしっかり発揮でき



る人間を育てていく、人材を輩出していくということを我々は忘れてはならないし、

そのことが重要だと思っております。 

人間面でも、しっかり専門技術、知識を持って活躍できる人材を育成したいなと

思って取り組んでおります。それがミッションのベースになっております。それぞれ

の学校の在り様があります。新東京歯科技工士学校があります。このような内容に

て 3 学科で運営をしております。総在籍数は 272 名、 2026 年この 5 月 1 日現

在では 297 名ということで、昨年よりも総在籍数は増えております。開校の目的は

しっかり設定しております。 

新東京歯科衛生士学校です。学科は 2 学科で運営をしております。2025 年度

の総在籍数が 511 名、 2026 年 5 月 1 日現在は 521 名となっておりますので、

こちらも安定的に入学生を確保しております。学生数は多くなっております。こちら

の開校の目的もしっかり明確にして共有しながらスタートしております。 

理念ですとか、目的ですとか、方針の周知ですが、教職員には教育指導要領を

学生には学生便覧という書類をご用意させていただきまして、この中の冒頭に建学

の理念ですとか、いわゆるミッション、ビジョンですとか、そのような部分を掲載し、

学生達と読み合わせをしながらスタートをしております。この「教育指導要領」「学

生便覧」をベースに対応しています。 

各学科についても、学科の養成目的をなぞらいながらカリキュラムを構成してお

ります。 

全てのカリキュラムはここを出発点として、3 年次の到達点、あるいは 2 年次、そ

して 1 年次の中で満了できるというような形のゴール設定、それをどのように実施

していたのかということを振り返りながら、基準評価をいたしました。 

はい、これが基準 1 ということになります。 

また、基準 4 と 6 、お手元の評価表では少しかぶっているところがあります。見

づらいところもあるかと思いますが、その辺もちょっと重複することもできてきてい

ますので、ご報告させていただきたいと思います。 

学校運営の組織体制、役割分担、マネジメント体制は「明確かつ適切化」というも

のがございます。お示しさせていただいているのが、我ら本校の組織表ということ

になります。本校の正職員、契約職員 41 名、パート職員が 3 名です。基本この 44

名で学校運営を行っています。 

グループ組織としての構成ですが、滋慶学園グループ、更には滋慶イーストグル

ープ、学校法人東京滋慶学園、そして本校ということになっております。 

基盤となる会議としては、法人理事会・評議委員会をはじめとして、我々学校の

中での運営会議や、学校長にご判断をいただくような卒業進級判定会議、入学選

考判定会議等も設置しております。 

我らの運営方針に基づく進捗状況確認及び PDCA のための会議ということで、

学内の業務、広報会議、各種のプロジェクト会議なども逐次運営させていただいて

います。適宜、網羅的に実施しております。 



職員の配置、募集採用についてですが、規定がございます。 

文部科学省あるいは厚生労働省に規定ございますが、配置人数および非常勤

講師も含めまして、基準を全て充足しております。この辺もしっかり遵守してまいり

たいと思っております。 

ここで職員の質、資質向上に関する取り組みがしっかりされているのかという、

人数もちゃんとあって、そしてその質はどのように高めていく取り組みをしているの

かというようなところもあるので、少しご紹介させていただきます。 

滋慶教育科学研究所というところがありまして、これは全国 82 校あるグループ

各校の教職員の資質向上、スキル向上、教育力アップというようなところをテーマ

にしながら、研修、教育に携わってくれているセクションでございます。 

この研究所が主催する研修は職階別になっていて、入職一年目のスタッフがこ

れを受ける。10 年目はこれを受ける、教務部長になったらこれを受けるというよう

に細かく設定されております。 

これを学科教員は受講しながら、少しずつその役割、その年の役割に合わせたス

キルを身につけながら、実教育や学生のサポートに寄与できるようにするというよう

な仕組みになっております。 

学内においても質向上の取り組みについては、例えば講師契約説明会をさせて

いただいて、研修会をさせていただいたり、シラバスを作成させていただいたり、授

業アンケート、講師の皆さんと面談をさせていただくなど、細かいことを積み重ねて

行っています。 

我々だけではなく、学生はじめ皆さんと一緒に成長をしなければいけないという

ことで、講師の先生方との会話、あるいはご教授をいただきながら進めさせていた

だいております。このセクションについては以上となります。色々と思われることは

あったかと思いますが、後ほど質問のセクションも設けさせていただいております

ので、ご指摘いただければと思います。 

またちょっと順番に変わって恐縮でございますが、基準 6 は、教育活動の基盤と

情報の公表ということであります。6 番については、その学校の取り組みは短期的

な、視野が狭い短期的なものではなくて、中長期的なしっかりと計画が立てされた

計画の中で動いているのか、それがしっかりと学生さんに継続的に提供できる財務

基盤、がしっかりある中ということが問われております。 

また、学校評価の実施と改善活動が行われているのか、社会からの理解と情報

公開を進めているのかというようなことになっています。そのためには、ここに改め

てお示しをさせていただきます。こういったことが問題、あるいは評価のポイントと、

新東京歯科技工士学校、新東京歯科衛生士学校の内容について説明いたします。 

中長期計画では、2022 年度から 2026 年度までが一旦の区切りとして掲げて

おります。この組織目的は両校同一でございます。興味関心や必要に応じた学びを

産学官の連携教育を実践する学校として、また歯科医療を通じて人の心を笑顔に



するということ、それができる人材を育成するということで、社会に我々は貢献する

組織であり、学校であるということを明記しております。 

効率的でかつ効果的な職業教育や、個別最適化された学びをどのようにプログ

ラムの中でご提供できるのかということを、 2022 年度から振り返ってまいりまし

たと、これにチャレンジしてきた歴史でもあるかなというふうに思っております。 

学生個々の興味関心と必要感に応じた効率的な学びの場をどう提供するのか、

それは学びの時間帯であり、あるいは実習先、実習施設での皆さんのご支援だと

かをどう得るのかということも取り組んでまいりました。 

また年々多様化する、例えば性別ですとか、年齢ですとか、あるいは入学される

までの背景ですとか、あるいは国籍も含めてですけれども、いろんな背景を持たれ

ている学生に入学していただいています。 

そのような学生にどうのように産学連携教育、これは我々としては即戦力、実際

に現場に行って働いて役に立っていただけるような人材を育成することをさしてお

り、その産学連携教育が我々の柱だと思っています。 

産学連携教育の取り組み方により、この多様なニーズを持つ学生に効果的な教

育の提供ができないかということにトライしてまいりました。 

習熟度に合わせた学習、勉強の進度だとか、理解のスピードだとかということが

学生個々に違ってきています。それをどのように平準化するというよりは、その個々

の学生の状況に合わせて、我々の取り組みが提供できるのかということも、とても

気にしております。 

2025 年度から本年度にかけては、クラスマネジメントということで、個別に最適

化する、個々に合わせていくというよりも、それのベースにもちろんなるのは、クラ

ス全体であったり、学年であったり、学科であったり学校であったりする、その大き

いベースのところで、どのように提供できるのか。提供した結果、個別の要素が出

てきますので、その個別の要素もしっかり対応していこうということで、クラスマネ

ジメントということにも意識をおきながら運営しております。 

中長期計画については、学校としては 5 年間を見据えながらお示ししているよう

な事業計画書を作って策定をして運用しております。 

情報公開については、それがしっかり今中の皆さんに開けた学校として公開でき

ているのということなのですが、本日の会議の実録も含めて、本校ホームページで

委員の皆さんのみならず、一般の皆さんもここをクリックしていただくと閲覧できる

ようになっています。 

こういう議論、ご指摘を受けましたということも含めてお示しできるようになって

おります。財務的な監査報告ですとか、そういったことも一般的に見ていただけるよ

うになっております。 

取り組みについては、先のカリキュラムを含めて、規定のカリキュラムもあります

が、それ以外の取り組みについても、しっかり対応していきたいなと思っております。

海外研修での取り組みなどを学校ニュースとして掲載したり、あるいは、地域の皆



さんのお手伝いをさせていただいた様子もご提供したいなというふうに思っており

ます。 

基準 5 になります。そういった学校の取り組みとか外野的なものが、学校の施設

としてしっかり還元をされているのか、あるいは、例えば 20 年前の、古い施設の中

で、環境、学科の中で学ぶみたいなことになっていないかということのチェックです。 

地震など天災が多い国である日本なので、災害に対する準備、備えができてい

るかというようなことも基準が含まれております。この項目については、前後して申

し訳ありませんが、そのような感じです。 

教育の環境の整備と改善なんですけど、学校っていうのは、いろんな基準があり

まして、教室の広さや、照明の明るさとかですね。意外と「これも？」というのがあり

まして、我々当然ながら学校として文部科学省の規定を受けており、更に、厚生労

働省の規定も受けるようになっています。学校としては、この両方の規定が若干違

う時がありますが、どっちも当然だからクリアしようっていうことでやっております。 

いずれの規定もクリアして進行できているということを一旦ご報告をさせていた

だきます。 

環境整備については建物や備品の中長期計画にて整備を進めておりまして、例

えば実習室の整備ですとか、そういったところを定期的にしっかりできるようにとい

うことで、突発的な補償とかですね、破損っていうのはすぐやるんですけれども、大

掛かりのものについては計画を立てて、しっかり資金をフィックスしながら準備をし

て捉えて改善しております。 

続きまして、教育環境で言われる、安全対策防火組織ということでございます。

安全性の安全計画の策定ということで、防災マニュアルなどの整備を行っておりま

す。 

ここからですね、教育内容に移ります。教育成果についてのご報告ということに

なります。ご報告についてはバトンタッチさせていただきまして、教育部長の印南の

方からご案内をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

＜印南＞ 

 先生方よろしくお願いいたします。 

基準 2 と基準 3 になっております。基準 2 の方は、私の方から、基準 3 の方は

衛生士学校の大原の方からご報告させていただければと思います。基準 2 ですね。

基準 2 に関しては、教育課程教育実施、学習成果に関する項目になっております。 

エクセルじゃない、こちらの教科表を見ていただくと、授業のカリキュアルの設定

であったり、授業内容、もしくは到達目標、学習成果に対して評価に関するところが

この基準になっております。 

スライドの資料は、全て統合した形での報告になっております。細目毎の報告説

明にはなっておりませんので、その点ご了承いただければと思います。 



まず一点目、 3 つ目、教育課程の編成に関しましては、先ほど篠田の方からのご

報告をさせていただいたように、学園のミッションが、「職業人教育を通じて社会に

貢献する」ということが学園のミッションとなっておりますので、それを踏まえて、各

学校学科が養成目的、卒業後 2 、 3 年後の姿を想像して、養成目的の設定をして

おります。 

その養成目的を叶えるために、卒業後、どういう姿をしていくのかというのが教

育目標。そして、それが各学年で、どういう知識、技能、態度を身につけておくべき

か、というところを学年目標という形で設定をしております。 

3 番ですね、学期目標に関しては、当校は歯科技工士学校の歯科衛生士学校 2

期制、前期・後期で運営をしておりますので、学期ごとの目標設定をしております。 

それに紐づく科目に関しては、それぞれの科目目標というものを設定し、一つ一

つの授業に関しては、コマシラバスという形で学習成果の目標を設定する内容等を

提示しております。 

こちら 6 、 5 、 4 、 3 の部分に関しては、教育指導要領、ないし学生には学生

便覧という形で明示をしております。科目目標のシラバスに関しましては、オンライ

ン上のアプリ、我々は Microsoft Teams というラーニング・マネジメント・システ

ムというものを使用しておりますので、ウェブ上でシラバスを共有しております。 

また、外部にも公開しており、学校ホームページでも確認できるようになっており

ます。そういった形で、学園の掲げるミッションから逆算して一つ一つの授業という

のを構築し、それに合われた評価、学習成果というものを設定しております。 

基準 2 の 2 ですね。今度は教育課程の実施になります。先ほどお伝えをさせて

いただきました、学生はシラバス、コマシラバスというものを比較的に見ております。

我々も科目の目標はシラバス、授業の一つ一つの目標設定に関してはコマシラバ

スというもので内容等を明示し、そこにはしっかりと評価方法に関しても記載をして

おります。なので、このシラバスをもとに授業を展開し、その科目でどういう知識・技

術を身につけるかというところを明示しております。 

通常の授業内でそれが達成できなかった学生に関しては、授業外で補習等を行

って、そういった個別対応というものを追加で行っているのが現状でございます。 

こちらは、教具で使っているフローシートというものになりますが、ただ方針を掲

げるだけではなく、各担任が年間の、自分のクラスの運営を年度当初に設計をし、

それをもとにクラスの運営をしております。月 1 回ですね、このシートをチェックする

ことによって、学生の習熟度や危機管理とか。要支援学生の抽出など、そういった

ものを担任がしっかりとピックアップして、それを学部学科内に共有をすることによ

って、早期要支援の学生の発見や授業習熟度の確認というものを行っております。 

学習成果の達成状況です。こちら国家試験の合格率になっておりますが、技工

士学校も衛生士学校も全国平均を上回る成果となっております。また、合格者数に

関しては、技工士学校、衛生士学校ともに全国で一番排出者数の多い学校となっ

ております。学習状況の把握評価に関してですが、先ほどのフローシートの方で年



間の授業や定期試験であったりとか、出席率というところはチェックをしていており

ます。 

また、国試学年になりますと、内部模試、外部の簿記試験を含めて定期的に実施

をすることによって、国家試験合格に向けての定点観測というものを年間計画の中

で組み込んでおります。教育の最終的な到達地点は、国家試験の合格ではなく、し

っかりと第一専門職に就職をするというところになりますので、最終的な教育の着

地点は就職になっております。ですので、就職の支援というのも、一人一人の希望

に合わせてキャリアセンターを中心としてサポートをしております。 

またこれは卒業後も、転職ないしは国家試験不合格になって再受験した学生の

就職サポートというところもしっかりとサポートしています。就職率に関しても、就職

希望者に関しては、就職率 100%の実績を残すことができております。 

教育の学術の方ですね、我々、滋慶学園グループでは、中途退学率、特にこの 5

か年の計画でいうと、一年生の進級率をしっかりと追っていきましょうという学園グ

ループの方針がありますので、この数字に関しては、我々もしっかりと意識をして、

学部学校運営をしております。 

上段が中途退学率、全学籍の中途退学者の数と率になっております。今年度で

すね、 2025 年度に関しては、技工士学校は 4.0%、衛生士学校は 3.9%と、全

国の高等教育機関の中途退学率が、大体 6%ぐらいと言われておりますので、どち

らの学校も、その大学・短大・専門学校の中途大学率を下回る結果となっておりま

す。 

一年生進級率に関しては、歯科技工士学校が 94.1%、歯科衛生士学は 95%と、

こちらも 90%を超える、進級率を成果としております。 

＜大原＞ 

 基準 3 になります。学生の受け入れ、学生支援についてお話をさせていただきた

いと思います。 

まず、はじめに先ほど篠田から話がありました入学者の実績がこちらになってお

ります。 

左側が歯科技法士学校、右側が歯科衛生士学校になっております。技工士学校

の入学定員、トータル 140 名に対して 150 名に入学。衛生士学校に関しましても、 

160 名に対して 179 名の入学者となっております。 

続いて、学生の受け入れ、学生支援についてお話をさせていただきます。学生の

支援につきましては、真ん中にいるのが学生をイメージしていますが、担任だけで

はなく、保護者の皆様、非常勤講師の先生、職員、カウンセラーの先生、あと教職員

一同が、一人の学生に対し多くの人々でサポートを行っております。実際の学習に

関する支援に関しましては、先ほど印南から Teamsーというアプリを使っています

という話もさせていただきました。学生には入学時に学生皆様にタブレットとかパソ

コンをご用意いただいており、授業資料を見てもらっています。また、学生が普段、

持ち歩いているスマートフォンでも授業資料を見ることができますが、画面サイズ

が小さく推奨はしておりません。 



授業動画を隙間時間で見ることができたり、担任とのやり取りのチャットができた

り、そして国家試験の勉強を繰り返し何度も受けるようにというシステムを整えて

います。オンラインの求人検索もできるような新東京スマホキャンパスというものを

導入しております。 

もともとスマホキャンパスを始めた頃は、なかなかシステムと学生と私たちもうま

く連動がいきませんでしたが、今はこのシステムがあるからこそ、やっぱりコミュニ

ケーションを取りやすくなっておりますし、タイムラグも少なくなっているなというふ

うに感じております。 

続いてカウンセラーの配置など環境の整備についてお話をさせていただきます。

東京都の江戸川区に、慶生会クリニックという学校グループのクリニックがござい

ます。こちらでは、内科、歯科を学生たちが無料で受診できるようになっています。 

ただ、本校が大田区大森にございますので、ちょっと距離があるので、週 2 回、

カウンセラーの先生が月曜日と水曜日に学校の方に入り、学生たちのメンタルケア

などを行っております。 

続いて、就学支援についてお話をさせていただきます。学生サービスセンターと

いうセンターでございまして、ここにおります東が担当させていただいています。奨

学金ですとか給付金のこと、そして健康管理のことなどを対応する部署で支援を行

っております。 

続いて、留学生に対する日本社会の理解と促進教育というところなんですが、実

は技工士学校には留学生が現在 84 名、衛生士学校には 13 名、合わせまして 97

名の留学生が在籍しております。この留学生に対する日本社会の理解というところ

ですが、クラスに関しましては、日本人と留学生が一緒に学びを深めております。お

互い違った文化を教え合ったりなど行っておりますし、相乗効果を期待して同じク

ラスにて学んでいます。 

また、就職に関しましても、留学生で就職を希望している学生に関しましては、ち

ゃんと就職をして卒業しています。 

続いて、障害のある学生についてですが、ニュースでも取り上げられていると思

うんですが、 2024 年に合理的配慮の義務化というものが導入されました。本校

でも第三者機関と連携をとりまして、マニュアルに沿って希望がある学生に、学生

さんに対しましては合理的配慮を行っております。実際に衛生士学校ではまだ導入

ケースがありませんが、技工士学校ではその合理的配慮を結んで入学し、今、学ん

でいる学生もおります。 

以上が学校の支援となっております。今お手元に配布させていただきましたこの

大きいこの自己点検の評価表ですが、当校の評価の方をこちらにつけさせていた

だいております。この中で私が今説明しました第 3 章の中にあります。2 枚目、 4

枚目になりますが、中項目 3 の 4 のところは、この部活動を行っていますかという

部活動向けがございまして、残念ながら衛生士学校、技工士学校ともに、 学生 5

人以上での部活動を行っておりませんので、ここの評価は 2 をつけさせていただ

いております。ご了承のほどよろしくお願いいたします。 



＜篠田＞ 

 ありがとうございます。 

以上が我々の自己評価をさせていただいたものでございます。 

今、大原からもありました通り、なかなかやはり満点とはいかない個所もあり、特

に多様な経験の学生の中での部活動の実施など、もちろん経験値としてはすごく重

要かと思うんですが、我々としてそれを積極的に活動という支援するというところに

は至ってないところが、我々としては忸怩たる感も持っております。 

我々がというよりは、学生がこれに取り組みたいというものをしっかりと引き上げ

ていくということが、とても重要かなと思っております。これにつきましても、状況の

改善ができるようなことを、ご報告ができたらなと思っております。現時点では、取

り組みがなかなか進んでいないということも併せてご報告をさせていただきます。

よろしくお願い申し上げます。 

以上、一旦終わりまでさせていただきました評価、自己評価でございます。それ

に即して先生方には、こちらの経験表も含めてご意見ありましたら、評価をいただく

ということになります。そこに至らない形でも、我々がお伝えした中で、これはどうな

っているのかなというようなご意見があれば、しっかりいただきたいなと思っており

ますが、何かご意見ありますでしょうか。 

＜河野委員＞ 

 ちょっと話し方が難しいんですけども。歯科衛生士学校の学生さんの臨床施設に

関してなんですが、いわゆる歯科医師会会員の施設と歯科医院の施設があるとい

うことで。我ら大森歯医師会のその臨床実習施設の先生方からも、要望があります。 

今の時代ですから、優遇してきたとかということは申しませんし、歯科医師会に

入ってる入ってない違いって何かっていうのがまず根本的にあります。自分は会長

になって未入会対策と言って控えの方の会館によって説明をするんですけども、入

会の有無というのは、もちろん個人的なその価値観の違いで、こちらが強制するこ

とはできませんが、皆さん大体地域医療に貢献するっていう言葉を発するんですが、

いわゆる診療所で治療することが、地域医療に貢献することの一部ではありますが

全部ではない。 

公益社団法人として健診活動、休日診療、あと啓発活動、来月行う区民フォーラ

ムもそうですが、大田区はパネル展とかやっております。それと大田区と「帰宅事業」

といって、特別養護老人ホームで、摂食嚥下指導など、全体的に高齢者支援事業と

して介護施設と連携を組んでいこうとしています。我々は区民のために、自分の診

療所の患者さん以外でやっています。そういうことを学生さんに、難しいとは思いま

すが、伝えていただいた上で、研修施設を選んでいただきたいというようなことを

ぜひ言ってほしいという会員から要望を話させていただきました。 

さっきお話したように、歯科医師会の先生に優遇して学生さんを回すとかってい

うことではありません。また区民フォーラムでは、皆様方には本当にご尽力いただい

て、来月、おそらく去年よりも多くの方が見える予定でいます。そんなことでお話さ

せていただきます。よろしくお願いします。 



＜篠田＞ 

 ありがとうございます。他、ご意見ございますか。せっかくなので、お一人ずつ。 

＜大金＞ 

 東京都歯科衛生士会は学生さんも会員も十分いらっしゃるので、必要ないかと思

うんですけど、大森歯科医師会は新東京も考えないみたいなのはいただくのです

が、この案内は東京都歯科衛生士会から出してくれているのですか。実習生を迎え

入れていない今の状況で、まず学生がよく来ているエリアの歯科医師会の先生方

からお願いしたいなと思っております。実は東京都歯科医師会の方に案内を配布し

たいなと思ってはいるんですけど、大森ですとか、蒲田ですとか、川崎の先生方に

お願いしてご協力をしていただいているという状況です。 

＜河野＞ 

 なるほど。ありがとうございます。すぐやります。あの補足で言うと、その東京都ま

で広げなくても城南 7 歯科医師会があって、目黒、世田谷、多摩川、品川がありま

すから、そこからちょうど来月の次に会長会、城南 7 歯科医師会が始まるので、よ

ろしければ、先ほどいただいた資料をいただければとおもいます。ありがとうござい

ます。 

＜福川＞ 

 はじめて参加させていただいて、こんなことを申し上げるのが非常に申し訳ないと

ころもあるのですが、学校の取り組みとして非常に学生が学びやすい環境を整えて

おられるなとは思うんですけど、やっぱり暇時間なんかを活用してできる環境が整

っているのに、それを結局学生が活かさないっていう学生の主体性に頼るところが

大きいのかなと思います。 

そこでやはり差が出ているのだなと感じたところであります。また、スマートフォン

やタブレット端末など、デジタルデバイスを活用しての授業スタイルが主流になって

いるかと思いますが、小児歯科の授業をちょっと投稿させていただくこともあって、

学生たちの授業を受けている姿も。年に何回か見たりするのですが、授業中にスマ

ホで漫画を読んでいるとか、ドラマを見ているとかっていう学生が一部いらっしゃる

ので、やはり差も出るところだなっていうことを感じます。 

あと、実習施設としてお預かりしている身としてお伝えしたいのが、やはり学生さ

んたちで、前の実習先では衛生面がすごくひどかったとか、デンタルクロスを使いま

わしていて、手を使っているとか、家で捨てたら怒られたとか、タービンがどうしても

回らず消毒で済んでしまうっていうのは、やっぱり医院の規模だったり、設備機材

に左右されるところもあるので、致し方ないかとは思います。歯科助手さんが投薬

をしているなどの声も聞くことがありまして、実習施設に認定される段階では厳しく

審査されているかと思うんですけど、一度そこをクリアされた後っていうのが、やは

り定期的に審査なりされる必要があるのかなと感じております。 

＜篠田＞ 

 すみません、我々も学生の声も広げながらやっていますが、きっと届かない声も

多いかと思います。ありがとうございます。 



＜福川＞ 

 今でも実際そんなことをやってはいけないというので、やはり歯科医院側にアップ

デートがされてないっていうのもちょっと問題だと思うので、何かそのような場があ

るといいのかなと思います。 

＜大金＞ 
 東京都歯科衛生士会で、今までうちの顧問がずっと参加させていただいておりま

した。もっと定説的な意見とかなどを話していたことだろうと思いますが、急にちょっ

と格が下がったと思うので、これから成長します。よろしくお願いしたいと思います。 

現在、学校に携わらせていただいているのは、私が携わっているのは小学校な

のですが、地域の小学校でやはり同じように経営方針とかいろいろ伺って、今後ど

のようにしていくかということ、特に歯科衛生士の方なので、私たち歯科衛生士会と

しては、本当に学校の先生方にいい歯科衛生士になるように指導してもらうことが

一番お願いしたいことなので、今、実習先のお話などがありましたが、それこそ地域

で育ててほしいというのは思いました。 

そこで今の先生の話を聞いた時に、最初に行ったところでいろいろ学んで、経験

を積むのはすごく大事だと思っています。 

以前にコロナ時期もありましたので、その時に、実習には来るんだけれども、そば

に寄れないので、やっているのを遠目で見ていなきゃいけない状況があったと思い

ますが、そこが一部クリアできてきているのかなと思っています。 

一例として、衛生士会では、先ほど少し触れました小学校にて、年 1 回、小学 5

年生を対象に職業紹介をさせていただいています。 

多職種を含む職業説明会の中で、歯科衛生士のことをより深く知ってもうことを

意識しております。そのような取り組みをしていることから、学生さん達には、きちん

と歯科衛生士になってほしいなという思いがあります。 

このような取り組みを基に、次回は目標となる歯科衛生士についての話ができる

ように勉強していきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

＜篠田＞ 

 ありがとうございます。続いて宮本様は保護者として、業界の皆様などとは違う視

点で、実際にご子息様を通じた我々へのご要望ですとか、あるいは見えていく視点

なんかもおありになると思いますので、その視点からぜひアドバイスがあればご指

摘いただければなと思います。よろしくお願いいたします。 

＜宮本＞ 

 私も、こちらの卒業生で、現在、歯科技工所を経営しております。 

歯科技工士という立場ですが、今回、参加させていただいている目的が、保護者

代表ということで参加させていただいています。 



娘から、いろいろ聞いた部分で少しお話しできたらなと思います。教育面などは「、

やはりすごく充実していて面白い。私も通学していたときは、やはりすごく楽しく、も

の作りや、いろいろして、すごくいい経験をしているという思いがありました。 

ただ、やはりそういう時代と、また約 20 年以上経っていて、やはり様々な風土的

な環境変革というか、携帯での SNS など、情報が取りやすくなったことで学生間

での見たくないものを見てしまったなど、娘から詳細を聴くことができていませんが、

現代社会における難しいというか、デリケートな部分が過分にあるなと思っている

反面、2 年間という短い時間の中で、勉強とプライベート遊びも含めて、親としては

楽しく過ごして、卒業して歯科技工士になってほしいという思いが強いです。 

やはりその学校として、コミュニケーションという部分も含めて、先生方からも少

し教育をしていただけたらと思います。学生も 2 年間、楽しく学び、就職して、新東

京に通ってよかったな、楽しかったなっていう思い出を残して卒業してほしいという

親としての気持ちです。よろしくお願いいたします。以上です。 

＜篠田＞ 

 ありがとうございます。我らもいろんな学生とお会いしながら、やっぱりその人間

関係づくりのところ、どういう視点を持って仲間づくりをしていくのか、友人関係を

どう構築していくのかっていうような指導はまだ足りないなと思うことと、あとリテラ

シーですね。SNS でも話をしていましたので、我々としてもリテラシー教育、IT リ

テラシーということで、教職員も含めまして、講師の先生方、そして学生全ての方に

トライしていただいて周知をというふうに思っているんですが、なかなか徹底できて

いないところがございます。 

どのような方法が効果的にでお伝えできるのか、皆さんが学校生活も含めて卒

業した後、良き社会人でいてくだされるかということも、本当に追求してまいりたい

というふうに思っております。 

以上のことが、できるように検討を重ねていきたいと思います。ありがとうござい

ます。よろしくお願いいたします。 

では、中村さんはいかがでしょうか。 

＜中村＞ 

 今回 5 回目として参加させてもらったんですけれども、国家試験の合法率なども

かなり高くなっていて、今井先生だったかな、学生がどうやって国家資格を取れる

かが大事だというような話を聞いていたので、やはり留年させないとか、退学者が

出ないようにという取り組みがしっかりできているのかなと思います。この辺はすご

いいい学校になってきているのかなと感じています。それで、うちの会社っていうの

は技工所なのですが、大体 50 人ぐらいの技工士を抱えています。新聞への記事

掲載は、ここ 2 、 3 年はありませんが、やはり若い人たちの教育というのも、教え

方もすごく難しくなってきます。 

人材的なものとかもいろいろあるのかもしれませんが、昔だったらパッと覚えてく

れたことは、今は何回も言わないと覚えられなかったり、新人教育にもかなり力を

入れています。ここで僕が勉強させてもらった言葉なのですが、そのレベルが低く



なってくるんだったら教育を強くすればいい、力を入れればいいということを僕が

基本にさせてもらっているので、じゃあしっかり教えられるようにサポートしていこう

ということで今教えているのですが、かなり時間がかかるような作業にはなってい

ます。 

留学生とかの話なども出ましたが、留学生も国家試験を取った後に働けるように

なったのかなど、そのあたりの話も先生たちに聞いてみたいです。まだそれができ

ないようであるんだったら早くしてあげられるような環境整備を整えてあげられると

良いなと思いますので、よろしくお願いします。 

＜篠田＞ 

 留学生の就職に関しては、現状、ビザに関しては「技・人・国（技術・人文・国際）」

というビザを取得しています。 

歯科技工士の資格を取った学生は、しっかり 100%と就職できる現状なのです

が、課題としては、今年は不合格者が出てしまいまして、国に帰らざるを得なかった

留学生もおりますし、逆に歯科技工士の資格を持たずに、技・人・国で歯科技工の

関連業務をしている学生もおります。不合格になった 2 名に関しては、今年度にチ

ャレンジをすると聞いています。 

学校としては、留学生は留年ができないというのが、また一つのハードルとなって

いて、ストレートで就業年限内に単位を問い、国家資格を確保するというところが、

おそらく日本人の学生よりもハードルが高いです。 

そこに対して、我々も現状、これだという教育コンテンツをまだ持っていないとい

うところが現状であります。 

本当に 1 対 1 というマンパワーをかけてサポートしていっているというのが現状

になります。 

この留学生をはじめとする外国籍の学生数は先ほど大原からもあったように、家

族滞在を含めて 100 名を超えた外国籍の学生が新東京に通っているので、留学

生が資格を取る、働くというところのパイオニアとしての学校であるべきだなという

ふうに新東京を思っております。 

教育が中心として、留学生がどう修学年経済で資格を取るのか、またキャリアと

して、しっかりと就職に結びつけていくのかというところは、本当に日々ブラッシュア

ップをしていかなきゃいけないなというところです。 

現状というか立ち位置というか、確立した何かというところがまだ見出せていな

いというのが現状かなというふうに思っております。 

技工士としては働いているのですか技人国という動きで、医療ビザでは現状あり

ませんので、周辺業務という形で準備しているという形です。 

国会答弁では、医療の分野の在留資格として、看護師と同じように認められると

いうことについては、国会における議論は終了していて認めていただける方向性に

なっています。所管庁の手続きのタイミングを我々が希望を待っているという状況



で、もうすぐだよというお言葉をいただいておりますし、関係諸団体の各先生方に

もご尽力いただいて、目前にはなってきているという情報をいただいております。 

ということで、どのタイミングかというのは、我々では明言はできませんが、技工

士が医療ビザの対象になることに希望を待っているという状況です。 

河野先生、先ほど衛生士学校の話をしましたが、お話を伺って、日本の歯科医師

会でも東京歯科医師会でも技工士不足、あと定員が減ってくるっていう話が出て

います。 

＜森＞ 

 短くまとめます。ここへ来るのはすごく楽しみの一つです。 

多分、皆さん、分かってない方が多いと思うのですが、高校で生徒の対応をして

います。 

高校で、内科検診とか、あるいは大きな怪我をして外科医に通うとか、あるいは

内面的なことで、精神科のお医者さんを呼ぶという形でやっていますが、生徒の家

庭環境、親子の関係をいち早く指摘するのが、内科の先生とか、精神科の先生とか、

外科の先生ではなくて、すべて歯医者さんなんですよ。歯医者さんと一緒に来た衛

生士さんが、生徒の変化に対して指摘をされるんです。普通は内科の先生だとちょ

っと胸を拝見します、あざがありますね、何かあるなっていう形で分かると思ったん

ですけども、全ての症例で、歯医者さんが一番よくで分かっている、口を開けて、診

療をする。この生徒、家できちんとした食事を取ってない、虐待になる、あるいは親

が育児放棄をしている。口の中を見るとわかるんだって話をされていて、それに携

わる学生さんを養成しているならば、学校のためにもいいなと思いますし、すごく楽

しみにしています。 

そのような話の中で、うちが内科検診をすると、お医者さんの方からリクエストが

あって、それまでは自分の病院の看護師を連れてきたんですけども、本校の女子生

徒をドクター1 人、生徒を 3 人つけてくれませんかそうすると 3 か所 4 か所で歯

科検診をする。女子生徒はその前日に、うちの養護教員から説明を受けるので、で

きちゃうわけですね。ありますよね。C1 とか C2 とか。 

最初、何をやっているのだろう。なんか暗号化みたいな。それを生徒が一生懸命

ノートを取って、別の生徒が小さな鏡などを渡して検査をする。 

高校生がそれをやることによって、それまで大学進学を希望していた生徒が、お

医者さんになりたい、歯科衛生士さんになりたい。急激な変化が現れるのです。 

このような職業体験を通じて、私の中で新しい進路選択の一つが、普通科の学

校ではありますが、健康診断という実習として選択肢が増えるなという思いがあっ

たので、今日また喜び勇んで、遅刻をしながら来ました。 

質問ですが、授業が終わる時間はだいたい何時になりますか。学科によっても差

異はあるかと思います。高校だと生徒の放課後の活動においては、卒業して 10 年、 

20 年、 30 年経った後の人間関係の構築という中では、すごく大きな絆になるし、

またそれが将来の財産になるのかなと思っています。これがまず一つです。 



それからもう一つ、歯科技工士のお仕事をやっている方もたくさんいます。我々

が子供の頃、やっぱり友達のお父さんも歯科技工士をやってて、型を取って、それ

で歯を作って、磨いて、歯入れて、ちょっと合わないっていうと、思いながら、ちょっ

と削ってくださいっていう、技術の結集が歯に集約されたような気がするんです。 

今は３D スキャナーで四方八方から写真を撮り、そのデータを３D プリンターに

て出力すると、ボタン一つで同じものが複製できる時代になっていますね。今、高校

でも大学でも生成 AI に必要な項目を 10 項目ぐらい入れると、5 ページ 10 ペー

ジの論文が出来上がってしまうんですよね。 

ですから、大学入試なんかでも文章が通りやすいためには 3 万円払うと通りや

すい文章ができますよとか、 10 万円だったらあと提出だけですよとか、 5 万円出

すと完全に書類宣告は OK ですよとか、そのようなところまで来てしまったなと。そ

ういった技術革新が多い中で、その技術と、人間が持っている蓄積されたものと、

機械に置き換えられてしまう部分のせめぎ合いがこの後も出てくるのかなと思いま

す。医療においては血液検査をして内科医が判断しなくても機械があなたはこうで

すって出れば内科医はいらない。もう処方箋も出るんだとかという時代なんで、そ

れにどういう対応をされるのかなというのが 2 つ目。 

3 つ目がここで言える部分と言えない部分があると思うんですけども、留学生と

障害のある学生、合理的な配慮の中でということで、我々の高等学校、ものすごく

苦労しています。うちの学校に留学生が二名いて、アフリカから来ていて、一人は

英語はしゃべれる。片言ですが。でも、部族の言葉しかなかなかしゃべらない。 

もう一人は部族の言葉プラス語しかしゃべれない。ですから今まで留学生ならば、

英語がしゃべれれば、なんとかなるよねと思っていました。今はスマートフォンでも

同時通訳の機能がありますので、なんとか対応ができるとは思うんですけども、大

勢の留学生が来ているこの学校だと、多分言語も多種多様な言語になるのかな。 

留学生の場合、もう一つ、言語の他に時間を守らない。守れない。なぜ朝 8 時に

学校に行かなきゃいけないのか、僕が起きるのは 8 時半だったりなど。 

留学生は出身国の文化が背景にあり、時間の管理とか、宗教上の問題とか、生

活主義の問題、いろいろあると思いますが、どのような対応をされているのかな。ま

た、障害のある子、ジェンダーの子、今うちの学校では総合的な判断の中で、我々

は配慮はしますが限界があります。 

在学中だけではなく、本人の卒後、受け入れた学校設備のその後の状況なども

あるというときに、苦渋の決断として入学をお断りすることもあります。 

ジェンダーの学生であれば、服装やトイレの問題など、我々の大人が合理的な配

慮でいいよと言っても、全校生徒とすれば全部理解しているかと言ったらば、多分

理解していなくて、そこにパッと入ったら多分、全く違った問題が出る。ですから、そ

ういった場合にこの学校ではどういう対応対策をするのかなということが知りたい

です。 

＜篠田＞ 

 ありがとうございます。ご質問の一番目のサークルの件ですが、衛生士学校であ



れば、昼間部と夜間部がございますので、それこそ終わりが２１時前みたいな夜に

終わる学生が半分はいるんですね。夕方終わりの学生さんと夜間終わりの学生さ

んが半々に存在するっていう中で、やはりおっしゃる通り、同じ時間帯での継続的

なサークル時間みたいなのをお送りするのはすごくやっぱり困難だというふうに

我々は思っています。ただ先生のおっしゃる通り、学校の枠にとらわれないコミュニ

ケーションや仲間など、枠に捕らわれない人間関係の構築みたいなことが、学校生

活全体、それが人間形成上、とても役に立つということは認識をしています。 

ですから、今のところは小さい単体で、 5 人とか、5 人のグループがいっぱいあ

るでもいいと思いますし、何か我々でここまで支援できるかわかりませんけれども、

そういった継続的な関わり合いを持てるような小グループでも構わないので、そう

いう活動に対して、我々が支援できるような形が取れないかなというふうに思って

はおります。 

ただ、まだそれが形としてなってないので、評価もできないという感じになってい

ます。 

2 つ目の AI ですが、この新しい技術革新に向けて技術教育あるいはそういった

教育と知識教育をどうしていくのかっていうことですが、私自身は 2 つあるかなと

思っていまして、一つは今我々が考えうる限りの経験はどこかでさせてあげたい、

それは見るとか極めて浅いかもしれません。けれども、学生時代で私たちができる

限りの経験は少しだけでもしてあげたい、させてあげたいなというふうに思ってい

ます。 

3 つ目のこれは難しいですよね、先生、合理的配慮は我々も最終的な結論はで

すね、できることとできないこと、ご希望になられることをすり合わせていくという作

業を徹底的にする、我々でできることは何でもやってみようということで乗り越えて

いくというのが実情です。 

ご要望を 100%我々が受け止めるっていうことはないケースもあります。できる

だけご要望で我々ができる範囲を示しながら、これはできます、これは難しいです、

ということを正直に申し上げながら進めています。 

我々もカウンセラー含めてそういった対応をしていく経験値があるグループ内の

組織もございますので、そういった方々にご相談しながら、我々で本当にこの環境

設備の中にあって、できることができないことを明確にしながら進めています。 

それぞれの方々にご希望はありますので、本当に最後まで入学直前を下手する

と、入学後も含めて、本当に最終的なところまで、打ち合わせをさせていただきなが

ら入学については進めています。 

合理的配慮も義務化されているというところも含めて、どこまでできるのかという

のをしっかりと協議します。入学の選考時にはこの合理的配慮があるから、選考に

は影響しないということで、合格後にどんな配慮ができるのかというのを、もちろん

書面によって取り交わしをして、その書面で不具合が出た時にはちょっと修正しま

すが、一つ言うと、評価の基準はもう変えられないということです。 



もう一つは、合理的排除のために学校として特別な費用をかけるということは、

すべての要望に対応することはできないという、この 2 点だけはずらせない点であ

るということはご理解いただいております。 

実際にかなり難しい学生も、預からせてもらっていますが、そのような学生も無事

に国家試験に合格をして、保護者の方も高校の先生に本当に国家資格を取れると

思っていなかったということで、そういうところでもお互いに合致することで配慮し

ていくということで、育成していくことを教育機関が務めないといけないと考えてお

ります。 

 お時間いただきました、こちらを持ちまして学校関係者評価委員会を終了いたし

ます。 

 ありがとうございました。 

 


